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Abstract
In this study, we investigate the effect of self-

presentation (positive, negative), and feedback (pos-

itive, negative) from a life-like agent. The results

of an experiment show that participants who were

given positive self-presentation evaluated the ability

of agent than those who were given negative self-

presentation. The results also show that motivation

on task performance of participants who were given

negative feedback were higher than those who were

given positive feedback.
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1. はじめに
docomo の i コンシェルや iPhone の siri など，人

とコンピュータが関わるためのインターフェース
の一つとして擬人化エージェント（以下エージェ
ント）が存在する．
エージェントの肯定的な，もしくはポジティブな

反応に着目した先行研究は多く行われているが，
エージェントの否定的な，もしくはネガティブな
反応に着目した先行研究は少ない．そこで本研究
では，人とエージェントのコミュニケーションにお
けるネガティブな反応の影響について検討する．
人同士のコミュニケーションにおけるネガティブな
反応に焦点を当てた研究として，沼崎・工藤(2003)

は自己高揚的呈示が能力推定，社会的印象に影響
を与えることを明らかにした．また，古谷・北川
(2011)はネガティブフィードバックを与えられると
課題遂行意欲が高くなることを明らかにした．
先行研究をふまえ，本研究では，エージェント

からの自己呈示（高揚的・卑下的）に対する効果
と，フィードバック（ポジティブ・ネガティブ）に
対する効果を検討した．

2. 実験プログラム
本研究では，自己高揚的呈示を行いポジティブ

フィードバックを与えるエージェント（KP），自己
高揚的呈示を行いネガティブフィードバックを与え
るエージェント（KN），自己卑下的呈示を行いポジ
ティブフィードバックを与えるエージェント（HP），
自己卑下的呈示を行いネガティブフィードバック
を与えるエージェント（HN）の4 パターンのエー
ジェントプログラムと，4 パターン共通の課題を
作成し実験を行った．以下で，実験プログラムに
ついて説明する．

2.1 エージェント

実験プログラムで用いるエージェントは，音声付
のマイクロソフトソフトウェアエージェントから，
自己呈示とフィードバックを行う役としてChar-

lie(1(a))，実験の説明役としてPeedy(1(b)) を使用
した．また，エージェントの発言方法は音声と，画
面上に表示する吹き出しによって行った．

2.2 課題

課題は，建物のブロックを空き地に配置して街
づくりをする課題を設定した．ブロックの移動方
法は，移動させたいブロックを選択した状態で，

 

(a) Charlie

 

(b) Peedy

図 1 エージェント
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表 1 エージェント
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ブロックをドラッグすると移動できる．課題内容
として，「子どもにとって安全な街」を設定した．

2.3 実験プログラムの流れ

実験プログラムは以下のような流れで進行した．
(1) Peedyが課題説明
(2) ユーザが課題練習
(3) Charlieが登場し自己呈示
(4) 課題開始
(5) Charlieがフィードバック
(6) 課題遂行意欲調査

2.4 自己呈示

Charlie からの自己呈示は，高揚的（「私はこの
課題が得意です！学科内の人と比べて，出来が良
い方だと思います」）と卑下的（「私はこの課題が
苦手です…学科内の人と比べて，出来が悪い方だ
と思います」）の2 パターンを用意し，条件によっ
て使い分けた．

2.5 フィードバック

Charlieからのフィードバックは，ポジティブ（「ほ
かの人の作品に比べて，よく出来ているね！この
街は安全な街になりそうだわ」）とネガティブ（「ほ
かの人の作品に比べて，あまり出来てないね…こ
の街は危険な街になりそうだわ」）の2パターンを
用意し，条件によって使い分けた．フィードバック
はユーザの作成した課題結果に関係なく行った．

3. 方法
3.1 実験参加者

大学生男女合わせて52 名（男：22 名，女：30名）
がアルバイトとして実験に参加した．

3.2 実験デザイン

実験は，エージェントの自己呈示（2：高揚的・卑
下的）×エージェントからのフィードバック（2：ポ
ジティブ・ネガティブ）の2要因参加者間デザイン
で実施した．

3.3 手続き

実験は1-3 名一組で行った．実験の流れを説明
し，実験プログラムを実施してもらった．実験プ
ログラムを終了した参加者から順番にアンケート
を記入してもらい，回収後にデブリーフィングを
行い実験を終了した．

3.4 アンケート

アンケートはCharlieの自己呈示が能力推定に与
える影響，Charlie に対する好意，Charlie とPeedy

に対する印象，Charlie からのフィードバックにつ
いての9つの質問から構成されていた．

4. 結果と考察
実験結果を表1 に示す．分析の結果，エージェン

トの能力推定とリーダー素質について，自己高揚
的呈示を受けた方が自己卑下的呈示を受けた方よ
りも能力が高いと推定し，好印象であった．また，
課題遂行意欲はエージェントからネガティブフィー
ドバックを与えられた方がポジティブフィードバッ
クを与えられたほうよりも高かった．以上の結果
は，人同士のコミュニケーションで検討された結
果と同様の結果となった．
しかし，エージェントの好意については，ポジ

ティブフィードバックを与えられた方が，ネガティ
ブフィードバックを与えられた方よりも高かった．
また，個人的親しみやすさについても類似した結
果が得られたことから，エージェントの好意には

2014年度日本認知科学会第31回大会 P2-30

545



自己呈示よりもフィードバックの方が深く関わって
いることが示される．また，自己呈示の効果もみ
られ，自己卑下的呈示を受けてポジティブフィー
ドバックを与えられた群の好意が高かったことか
ら，エージェントが課題を苦手だと宣言している
にも関わらず，課題を克服しようとしている努力
家に見えたため共感を持ったのだと考えられる．
人同士のコミュニケーションとは異なる結果が

得られた理由として，エージェントからのネガティ
ブフィードバックが一方的に突き放すものであった
こと，フィードバック後に具体的なアドバイスを
教示せず，ネガティブな印象しか与えられなかった
こと，否定的な要因が重なりすぎると先行研究と
は異なる結果が生み出される可能性が原因として
挙げられる．好意については，自己呈示とフィー
ドバックをより適切なものに改善した上で再検討
する必要があると考えられる．

5. おわりに
本研究では，エージェントからの自己呈示（高揚

的・卑下的）に対する効果と，フィードバック（ポ
ジティブ・ネガティブ）に対する効果についての実
験を行った．実験の結果，能力推定，課題遂行意
欲について，人対人の先行研究と同じ結果が得ら
れた．特に，エージェントでもネガティブフィード
バックのような否定的な反応がポジティブな効果
を生むという結果から，エージェントの否定的な
反応の可能性が示された．
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